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平泉寺地区市民意見交換会 議事要旨

〇と き：令和４年12月 6日（金）午後7時～9時

〇ところ：平泉寺まちづくり会館

〇テーマ：①性別、年齢等にとらわれない多くの人の参画

②地域防災について

③こども政策について

〇出席者：29名

Q1 ・新中学校のスクールバスの計画について教えてほしい。

A1
・現在の勝山高校正門付近までの乗り入れは危険なので、バスと保護者の送

迎はジオアリーナとし地下道から校舎に入るイメージをしている。

Q2 ・新中学校に支援学級は作る予定か。

A2
・支援学級を作り、しっかり対応する。隣接する支援学校とも連携出来たら

と思う。

Q3
・地域防災について、今年防災マップが配布されていたが、８月の大雨を受

けて新たに追加調査をしたのか、またしていない場合はする予定はあるのか。

A3
・ハザードマップは毎年作る予定ではないが、ホームページに各地区のハザ

ードマップを公開しているのでご覧いただきたい。

Q4

・平泉寺保育園の廃園時期については保護者の方と相談して決めてほしい。

平泉寺では、保育園が小学校と連携しているので、それが良いことだと思う。

こういった良い点を出来る限り残してほしい。

A4

・廃園の時期については、保護者とも相談し協議していきたい。すぐに廃園

するとは考えていないが、子供がクラスにつき数名の保育状況をそのままに

しておくのは正しくないと思っている。時期については対象となる保育園の

保護者の方の意見を聞きつつ、私立保育園とも協議していきたい。

Q5 ・中学校統合の件で、いじめ対策などについてどのように考えているのか。

A5

・いじめについては学校の規模に関わらず大きな問題であるので、しっかり

と対応していきたい。ある程度の規模があれば、クラス替えが出来るので、

これもいじめ対策の一つの方法だと考えている。

Q6

・小学校でも同じような状況になるのではないかと思う。人数が減っている

段階で協議を始めるのではなく、本来ならもっと早い段階から協議していく

べきだと思う。少子化が進む小中学校のあり方について、市民が話し合える

場があれば良い。

・市内には屋内遊技場がないので、子供会館が出来るのはうれしい。市外の

施設を研究して、良いものにしてほしい。

A6 ・20年前から小中学校の統合について協議している。小学校は地域性が強い
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ため、地域住民や保護者から統合の話が挙がるまで、市の方では積極的に統

合を進めない方針となった。現在も小学校については当時の結論を尊重して

いる。

・また、屋内遊技場については、他市町の施設を参考にしていきたい。他に

も様々な意見を聞いて進めていきたい。

Q7

・中学校の部活動の地域移行について、これからの部活動は生活に密着した

ことや将来の職業につなげるような経験が出来ると良い。職業体験の「14歳

の挑戦」を一時的ではなく、中学生の期間に、部活動のような感覚で地域と

交流が出来たら良いと思う。

A7

・部活動の地域移行についてはまだ検討段階である。土日や週末に限っての

地域移行であれば可能だが、平日の部活動の指導をボランティアに頼るのは

難しいと思う。持続可能な方法を考えていきたい。

・地域との交流については、繊維会社や観光関連、福祉など事業者と連携し

職業体験等が積めるようなスキームを考えていきたい。

Q8 ・若い人が働きたいと思うような魅力的な企業を誘致していただきたい。

A8
・やりたいことを起業する支援や、ワーケーションの支援など、どういうも

のが若者に魅力的にうつるのか、色々な選択肢を考えていきたい。

Q9
・昔も今も地区の子供たちはみんな市外に行って、地元に残る可能性はほと

んどない。魅力や、やりたいことが勝山では少ないのではないか。

A9

・人口減少に加え、一人ひとりの生き方が変わって、地元に残り暮らしてい

くという意識も変化してきた。自分としては観光などサービス業が若者にと

って魅力ある産業であると考えており、支援をしていきたい。多くの人の意

見を聞いて一緒に作り上げるしかないと思う。

Q10 ・中学校が１つになることで今考えられる長所や短所は何か。

A10

・統合することにより、長所の一つは部活動の中で、一定規模の人数で切磋

琢磨出来ることである。また、クラス替えが出来ることは、先ほどもいじめ

対策の中で話をしたが、重要なことであると考える。

・施設の問題があるが、玄関の改修や中学校専用の特別教室の整備、さらに

長山全体をきれいに整備することで、大きなグランドやジオアリーナに加え、

環境としてはすばらしく良くなると考えている。状況に合わせて、より良い

方向に取組んでいきたい。

Q11

・新しい学校を一日でも早く建ててほしい。そう思う一方で、保育園や小学

校が無くなるとどうなるのか、そんな村に自分の子供が住むのか、魅力ある

平泉寺になるのか不安に感じる。

・また、熊が出没する時期に、市の職員が見回りをするのはありがたく思っ

ている。特に小学校の通学路を重点的に見回りをしてほしい。
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A11
・熊の出没の時期については概ね予想出来る。しっかりと対策していきたい。

小学校を無くすとは言っていない。慎重に考えていく。

Q12

・バス通学について、現在は保護者が学校に迎えに行っているので、バス通

学を選択するのか疑問に思う。バスに乗って楽しめるような工夫、また、ス

クールバスにＧＰＳをつけてもらって、保護者が確認出来るようにすると良

いのではないか。

A12
・ＧＰＳについてはよい提案だと思う。スクールバスにつけることについて

検討したい。

Q13
・自分は農業を頑張っている。農業関係にも力を入れていただけたらありが

たい。

A13
・農業支援について色んなことをやりたい。区長を巻き込んで、区単位で取

組むと連携が図れるのではないかと思う。ぜひ色々と取組んでほしい。

Q14

・屋内遊戯場は期待している。市外からも誘客出来るインパクトのある施設

にしてほしい。

・地域防災について、大雨だけではなく、平泉寺地区では大雪が心配である。

独居老人が除雪をお願いする場合はどうすればよいか。

A14

・屋内遊戯場については市内の人が喜んできてくれるような施設をつくりた

い。また、サンプラザも巻き込んで一体的な施設に出来るよう話をしていき

たい。

・独居老人の屋根雪おろしについては、市の補助制度がある。民生委員に問

い合わせていただければ対象者を把握しているので助けになると思う。今年

も少し多く雪が降るという予想がある。今年は除雪機を 10台購入した。地

域にも貸出出来るので利用していただきたい。

Q15

・平泉寺で大雪で屋根が破損するということがあり、独居老人の方は連絡が

遅れ、民生委員への問い合わせも遅くなることもある。独居老人が能動的に

動かなくてもいいように対応していただけないか。

A15 ・事前に登録いただく制度もある。広報等で制度を周知していきたい。

Q16
・勝山でパーソナルトレーニングをはじめとした、スポーツに取組む子供の

支援を市でしていただければといいなと思う。

A16

・部活動の地域移行の中でどういう支援が出来るのか考えたい。陸上は一つ

にまとめられるのではないかと思う。子供が少ないことで出来ることがある

ので、出来る競技を考えていきたい。

Q17

・新中学校のことだが、非常に期待している。固定された概念ではなく、い

ろんなことを考えて楽しみにしている。

・今日の市民意見交換会はよかった。これだけでなく課長レベルや若手の市

職員と市民が交流する機会もあるといいと思う。若い職員も育つし、面白い
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以上

なと思う。

A17

・若手の市職員との意見交換会については今後企画したい。

・一つの中学校にして、そこにエネルギーを投入し、すばらしい中学校を作

っていきたい。

Q18

・昨年の市民意見交換会で、学校給食での有機米採用を要望し、今年平泉寺

小学校で採用され、ありがたく思っている。県内では勝山市が初めての取組

みであり、他からの反響が大きかった。学校給食が楽しみだという意見もあ

る。この取り組みは 10～3月までの半年間のみだが、今後も継続し、他の小

学校にも広がるようお願いしたい。

A18 ・教育委員会と相談したい。

Q19

・平泉寺小学校の語り部事業をやっている。小学校の子は地域の事をよく調

べており、それが、ふるさとの愛着につながっていると思う。大人もふるさ

との良さを伝えてほしい。

A19

・勝山は自分たちで作りあげていく、ということが出来る土地柄だと思う。

平泉寺は歴史のあるまちだし、自分たちが楽しんでいくことが出来るように

取組んでいきたい。

Q20

・平泉寺地区では、市民体育大会で行われる各競技の選手選出が困難になっ

ており、出場できない競技もある。地区別の順位付けや年齢や性別ごとの選

手集めは時代に合わないのではないか。参加する人が楽しめるような、市民

体育大会のあり方を考える転換期にきているのではないか。

A20
・スポーツ協会としても議論が大事であると思う。行政からいうのは難しい

ので、協会の中で話し合い、変革することが必要だと考える。

Q21

・新中学校に太鼓部を作ってほしい。左義長の担い手が不足しており、小学

校まで太鼓をしていたが、中学校でやめてしまう子が多い。保存会としても

協力をしていきたい。

A21 ・部活動の地域移行の中で、話をしていきたい。

Q22
・こども政策について、小学校と児童館が連携するというのは、どのような

ことをするのか。

A22

・基本的には現在も連携をしてはいるが、教育長のもと、一つのセクション

として同じになることで大きく変わる。小学校に児童センターを全部いれる

わけではない。これまで、課題になるような事柄に取組んでいく。

Q23
・対外的なものに学んで取り入れることが勝山は弱いのではないか。外との

連携を取り入れていくことを、授業内容に組み込んでいってほしい。

A23 ・教育長と協議をさせていただく。


